
セキュリティソフトをインストールする（任意）
for macOS

「ソフトウェア配布」を選択

パスワード変更画面が表示されるので、
新しいパスワードを設定します。

1. セキュリティソフトのインストーラをダウンロードする

茨大ID（@vc.ibaraki.ac.jpは不要）と
パスワードを入力 ApexOneのインストーラをダウンロードする

学内ネットワークに接続した状態で
情報戦略機構のWebサイト（ https://www.iims.ibaraki.ac.jp/ ）にアクセスし、
「セキュリティ」→「セキュリティ対策ソフト」 →「ダウンロード」
→「学生向けサービス」に進みます。

大学で配布しているセキュリティソフトは

TrendMicro 社のApexOneです。在籍中は

自分が使用するパソコンで利用できます。

他のセキュリティソフトを利用している場合は

それで構いません。

2. インストーラを実行する

tmsminstall.zip をダブルクリック

フォルダが展開されるので、
tmsminstall.pkg をダブルクリックする。

実行がブロックされることがある。



再起動後、正常に動作していることを確認

何も指示されないが、インストールが終わったら必ずmacOSを再起動する

ブロックされた場合、システム環境設定の
「セキュリティとプライバシー」を開き、
「このまま開く」ボタンをクリック

パッケージインストーラの指示に従い、
インストールする。

ApexOneが動作するのに必要な
「システム環境設定」での設定変更が
通知されるので、指示に従って変更する。
（状況により、数カ所の変更が必要かも）

1時間くらい経ったら、
メニューバーのアイコンから
動作状況を確認する。
引き続きエラーが出ていたら
IT基盤センターに相談に来て
ください。

3. 再起動する

4. ApexOneにアクセス権を与える

学外ネットワークでは
警告マークが出ますが
正常な動作です。


